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１． はじめに 

 インターネットや Webを活用した大学での教育

活動を支援するために、いろいろなインフラ[1][2]

が整備され始めてきた。さらに大学において、大

学院生などが研究を行うためのゼミ活動等を支

援するシステムも研究開発[3]されてきている。 

しかし、それらは教育機関全体や組織の教育研

究活動を支援するものであり、必ずしも学生個人

が利用し易い環境を提供しているとは限らない。 

 たとえば、同じ研究室に所属している他の学生

と私の研究活動や研究アプローチは同じではな

い。つまり、同じ研究室に所属する学生でも、そ

れぞれ独自研究テーマや考え方を持っており、そ

れが研究活動にも影響していると考えられる。 

 本研究では、人間を主体としたシステム設計[4]

により、一人ひとりの学生の個性を生かした研究

活動を支援するシステムの設計を提案する。 

そして、一人の研究者として私自身を研究対象

とし、ゼミの中での私の研究活動をもとにシステ

ム設計することにより、そこから研究室に所属す

る学生たち一人ひとりの個性を生かした研究活

動を支援するシステムを設計することを目指し

ている。 

 

２． 研究活動の分析 

 本研究では、私自身の現状のゼミ研究活動を分

析し、そこから効率的な研究活動の障害となって

いる問題点を把握するために、私自身の研究室内

の主な研究活動として「ゼミ研究発表」、「研究

論文作成」の分析を行うことにした。 

 
 

   

 

 

 

 

図１は、私の「ゼミ研究発表」における活動プ

ロセスである。そこでは、一つひとつの作業工程

で、必要の都度、フードバックしながら作業を進

めていくことや、私は頻繁に詳細な研究メモを残

す点に特徴がある。 

 
  

 

図２は、「研究論文作成」プロセスである。そ

の中では、一つひとつの作業工程の中で、他の学

生よりも指導教授にから比較的多くの指導を受

けることが多い。また、指導の都度、詳細な研究

メモを残すように心掛けている。 

 それらの工程分析から、資料の収集や資料の活

用を比較的多く行っていることが分かった。そこ

で、表１のように図１および図２に示した研究活

動プロセスの中で、実施している大まかな作業を

抽出してまとめてみた。 

 

 

 

 その中から、現状の研究活動プロセスにおいて

必要な作業として、「研究資料収集」、「資料活

用」、「研究メモ」の活用方法が非効率であり、

うまく研究活動に生かすことができていない。ま

た、研究室内で重複して資料を収集しているもの

もあり、関連資料や研究メモを管理の仕方が悪く、

効率的な活用がなされていない。特に、指導教授

の指導内容や同僚から意見などが散逸する傾向

があり、研究活動に生かし切れていない。 

それらの問題点の中から、研究資料や研究メモ、

指導内容などの情報の効率的な活用が重要であ

ると考えられる。しかし、効率的な活用のみに注
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図２ 「研究論文作成」プロセス 

表 1 研究作業分析 

図 1 ゼミ研究発表プロセス 
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目するばかりでなく、研究途中での資料や学生の

個人的な情報などにも配慮する必要がある。 

本研究では、個人情報の保護も考慮しながら、

現状ゼミ研究活動の問題点と現有支援システム

の不足点の解決案を検討し、以下のようにゼミ研

究活動支援システムの設計を実施した。 

 

３． 研究活動と支援システムのデータ構造 

 学生の一人としてゼミ内研究活動の活性化を

支援するため、研究活動の中で生成された研究資

料や研究成果、研究メモなどの資料は、できる限

りゼミ内で共有すべきであるが、個人的に作成し

た資料やメモ、研究途中のものなど、研究活動の

中でプライベートなものが多く生成される。その

ような資料は個人的には重要であるが、他の学生

にとって不要なものが多い。 

そこで図３に示すように、ゼミ内で共有可能な

資料を保存する「共有フォルダ」と学生個人が研

究活動の中で生成し、まだ研究途中の資料を保存

する「個人フォルダ」に分け、「共有フォルダ」

は「資料ファイル」、「発表スペース」を持ち、

ゼミ全員が自由に閲覧・引用・加筆可能なデータ

ベースを構築する。「個人フォルダ」は「資料フ

ァイル」、「作業スペース」を持ち、参照可能な

資料以外は他者の閲覧ができないデータベース

を構築する。 

 
 

 

そして、全データベースでは、いつ、誰が、何

のために利用したか、また資料に対する研究メモ、

コメントなどのリンクが行われ、分類、キーワド

検索できるようになっている。 

さらに、個人フォルダの保護や引用検索した履

歴情報はすべて記録を残し、研究活動の励みにな

るように、ゼミ内でどのような検索が行われたか

を表示できるようにした。 

 

４．提案する支援システムの設計 

「支援システム」の設計は、研究活動中の履歴

情報を保存されている資料と効率的にリンクす

るためのデータベースの構造の設計と、それを可

能にする操作画面の設計が重要である。 

ここでは、操作画面を提示して説明を加えたい。

図４は、研究資料等を登録する画面である。 

 
 

 

ゼミ内の各学生は収集した資料の登録の作業

を通して共有できるように保存する。資料登録時

に資料の基本情報を登録する以外、関連資料の再

検索を支援できる「検索ルート」、「参考文献」

の登録も必要となる。そして、「個人利用登録」

により学生個人がどんな研究段階で、どのぐらい

の重要性を考えてこの資料を収集したことを把

握できる。 

効率的に文献を活用できるために、図４のよう

に上のエリアの情報を共有フォルダに登録し、下

のエリアの内容は個人フォルダに登録するよう

に分けている。 

さらに、ノートテーキングの機能を含む操作画

面に進められる。その画面では研究メモ、コメン

トなどを記録でき、関連資料とリンクが行わる。

学生個人が書いた研究メモ、コメントなどをゼミ

内の他学生に見せたい場合、公開できる機能を組

み込んでいる。 

 

５．おわりに 

 本研究では、学生個人の利用し易いゼミ研究環

境を支援するために、私のゼミ研究活動をもとに

現状ゼミ研究活動と現有の一部代表的なゼミ支

援システムを分析した。そして、提案システムの

設計を行った。今後は、提案システムの設計を完

成し、実装することを考えている。 
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図３ 支援システムのデータベース 

図４ 資料登録画面 

Copyright     2013 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.4-164

情報処理学会第75回全国大会


